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１

は
じ
め
に

人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
超
高

齢
化
の
進
展
、
産
業
構
造
の
変

化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
技

術
革
新
や
経
営
革
新
な
ど
横
浜
経

済
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
中
で
、
景
気
動
向
を
把
握

す
る
こ
と
は
、
適
切
な
経
済
政
策

を
行
っ
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

一
言
で
景
気
動
向
の
把
握
と

言
っ
て
も
、
個
別
の
調
査
・
統
計

に
は
カ
バ
レ
ッ
ジ
や
精
度
の
限
界

が
あ
る
の
で
、
少
数
の
調
査
統
計

の
み
に
頼
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
多
面
的
な
情
報
を
総
合
し
つ

つ
適
切
な
判
断
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
定
常
的
な
調
査
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
時
々
の
情
勢
に
応

じ
た
内
容
に
つ
い
て
、
機
動
的
に

情
報
を
把
握
す
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。

ま
た
、
昨
今
で
は
、
政
策
を
展

開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
動
向
を
多

面
的
か
つ
機
動
的
に
把
握
し
た
上

で
、
そ
れ
を
分
析
し
、
対
応
す
べ

き
課
題
を
発
見
し
、
そ
し
て
、
現

状
や
課
題
、
可
能
性
を
踏
ま
え
た

上
で
、
エ
ビ
デ
ン
ス
（
根
拠
）
と

し
て
捉
え
て
、
解
決
の
方
向
方
を

提
示
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点

の
元
に
、
経
済
局
が
取
り
組
ん
で

い
る
デ
ー
タ
把
握
と
活
用
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

２

市
内
経
済
の
実
態
把
握
と
調

査
に
よ
る
基
礎
的
デ
ー
タ
の

整
備

⑴
景
況
・
経
営
動
向
調
査

横
浜
の
経
済
政
策
の
効
果
的
な

展
開
に
必
要
な
企
業
動
向
や
ニ
ー

ズ
を
早
期
か
つ
的
確
に
把
握
す
る

た
め
に
、
市
内
企
業
・
市
内
に
事

業
所
を
お
く
企
業
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
四
半
期
毎
に
年
４

回
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
、
自
社
業
況
Ｂ
Ｓ

Ｉ
（
注
１
）（
図
１
）、
生
産
・
売

上
、
経
常
利
益
、
資
金
繰
り
、
雇

用
人
員
、
設
備
投
資
動
向
等
を

調
査
項
目
と
す
る
「
通
常
調
査
」

と
、
時
事
に
応
じ
た
テ
ー
マ
を
調

査
す
る
「
特
別
調
査
」
か
ら
成
っ

て
お
り
、「
定
常
的
な
調
査
」
と

併
せ
て
、
喫
緊
の
課
題
の
把
握
と

い
う
機
動
的
な
面
も
持
っ
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（U
R

L
:http://w

w
w

.city.
yokoham

a.lg.jp/keizai/
happyou/keikyoureport.htm

l

）

【
特
徴
】

・
継
続
性
─
平
成
４
年
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
平
成
30
年
３
月
で

１
０
４
回
目
と
な
る
。

・
調
査
規
模
─
調
査
対
象
は
毎

回
約
１
，０
０
０
社
と
一
定
の
規

模
を
維
持
し
て
い
る
。

・
回
収
率
─
毎
回
50
％
〜
60
％

と
高
い
回
収
率
と
な
っ
て
い
る
。

・
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
─
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
だ
け
で
な
く
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

集
計
さ
れ
た
数
値
の
補
完
を
行
っ

て
い
る
。

⑵
デ
ー
タ
で
見
る
横
浜
経
済

国
勢
調
査
や
経
済
セ
ン
サ
ス
、

市
民
経
済
計
算
等
の
様
々
な
デ
ー

タ
が
あ
る
中
で
、
横
浜
経
済
の
状

況
を
把
握
す
る
上
で
必
要
と
な
る

基
本
的
な
デ
ー
タ
を
抽
出
し
、
集

約
し
た
も
の
で
あ
る
。

（U
R

L
:http://w

w
w

.city.
yokoham

a.lg.jp/keizai/toukei/

yokoham
akeizai/

）

【
特
徴
】

・
総
務
省
の
国
勢
調
査
や
横
浜
市

の
市
民
経
済
計
算
な
ど
約
50
種
類

の
統
計
情
報
か
ら
、
横
浜
経
済
に

関
す
る
主
要
な
デ
ー
タ
を
集
約

・
約
１
４
０
の
図
表
を
掲
載

・
人
口
、
産
業
、
雇
用
な
ど
の
面

か
ら
整
理

⑶
横
浜
市
の
地
域
経
済
循
環
分
析

調
査本

市
人
口
推
計
で
は
、
２
０
１

９
年
を
ピ
ー
ク
に
迎
え
た
後
に
人

口
減
少
に
転
ず
る
こ
と
が
推
計
さ

れ
て
お
り
、
労
働
力
の
不
足
や
消

費
需
要
の
減
少
な
ど
、
市
内
経
済

に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
中
で
は
、
将
来
的
に

市
外
か
ら
新
た
な
需
要
等
を
い
か

に
獲
得
し
、
市
内
に
還
元
す
る
か

と
い
う
視
点
が
、
今
後
一
層
重
要

と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え

て
、
人
口
減
少
を
見
据
え
た
経
済

政
策
を
検
討
す
る
た
め
の
現
状
把

握
を
目
的
に
、
平
成
29
年
度
に
実

施
し
た
調
査
で
あ
る
。

（U
R

L
:http://w

w
w

.city.

特
集

デ
ー
タ
活
用
の
現
在
と
こ
れ
か
ら

《3》 

横
浜
市
に
お
け
る
取
組

② 

デ
ー
タ
に
基
づ
く
経
済
政
策
の
展
開

執
筆土

屋　

秀
子

経
済
局
経
済
企
画
課
担
当
係
長

yokoham
a.lg.jp/keizai/toukei/

junkanbunseki.htm
l

）

【
特
徴
】

・
内
閣
府
の
地
域
経
済
分
析
シ
ス

テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
注
２
））

等
で
提
供
・
公
開
さ
れ
て
い
る
地

域
経
済
循
環
構
造
分
析
等
の
手
法

を
用
い
て
、
横
浜
経
済
の
特
徴
や

課
題
等
を
分
析
・
把
握

・
地
域
経
済
循
環
構
造
分
析
と

は
、
地
域
の
経
済
を
「
生
産
・
販

売
・
分
配
」
の
３
面
で
捉
え
、
所

得
の
流
出
入
を
把
握
し
、
地
域
の

所
得
の
循
環
構
造
を
分
析
す
る
も

の
で
あ
る
。

・
地
域
の
循
環
構
造
の
構
築
の
た

め
に
は
、
地
域
へ
の
所
得
の
「
流

入
」
と
「
流
出
」
で
、「
流
入
超
過
」

（
黒
字
経
営
）
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
た
め
、
そ
の
た
め
の
方
策

に
つ
い
て
も
検
討
。
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・
経
営
革
新
や
技
術
革
新

な
ど
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か

と
考
え
、
こ
の
方
向
性
を
今

後
の
政
策
の
検
討
に
活
用
。

⑶
経
済
構
造
の
分
析
（
図

２
）横

浜
市
の
「
所
得
循
環
構

造
分
析
」
の
結
果
と
し
て

は
、
生
産
・
販
売
面
に
お

い
て
10
・
７
兆
円
の
付
加
価

値
を
稼
い
で
い
る
が
、
第

１
次
、
第
２
次
、
第
３
次
産

業
の
労
働
生
産
性
が
全
国

に
比
べ
て
低
く
、
つ
ま
り

「
稼
ぐ
力
」
が
弱
い
こ
と
が

判
明
し
た
。

分
配
面
に
お
い
て
は
、
所

得
は
３
・
１
兆
円
流
入
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
雇
用
者
所

得
は
２
・
４
兆
円
も
流
入
し

て
お
り
、
昼
間
人
口
よ
り

夜
間
人
口
が
多
く
、
東
京

の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
都
市
と

し
て
機
能
し
て
い
る
た
め
、

市
外
へ
の
通
勤
者
が
高
い

所
得
を
持
ち
帰
っ
て
い
る

こ
と
が
分
析
さ
れ
た
。

支
出
面
に
お
い
て
は
、
支

出
合
計
３
・
１
兆
円
の
流
出

の
う
ち
、
日
常
の
買
物
や

非
日
常
の
観
光
等
に
伴
う

民
間
消
費
は
７
，６
９
３
億

円
、
設
備
投
資
に
伴
う
民

３

デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
政
策
へ

の
展
開

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
様
々
な

調
査
結
果
を
、
デ
ー
タ
と
し
て
収

集
す
る
だ
け
に
留
め
ず
、
そ
こ
か

ら
課
題
や
可
能
性
を
把
握
し
、
把

握
し
た
内
容
を
政
策
の
検
討
に
つ

な
げ
て
い
る
取
組
事
例
を
紹
介
し

た
い
。

⑴
景
況
・
経
営
動
向
分
析

特
別
調
査
の
テ
ー
マ
や
内
容
を

設
定
す
る
に
あ
た
り
、
落
と
し
ど

こ
ろ
を
見
据
え
て
（
＝
仮
説
を
立

て
て
）
検
討
し
て
い
る
。

①
テ
ー
マ
「
健
康
経
営
の
推
進
」

【
目
的
】
企
業
の
持
続
的
成
長
を

図
る
観
点
か
ら
、
従
業
員
の
健
康

に
配
慮
し
た
経
営
手
法
で
あ
る
健

康
経
営
が
今
後
必
要
と
な
る
と
想

定
し
、
そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
必

要
な
取
組
等
に
つ
い
て
調
査
。

【
結
果
】
４
割
強
の
企
業
が
今
後

「
健
康
経
営
に
取
り
組
む
意
向
」

を
示
し
、
必
要
な
支
援
と
し
て
は

「
情
報
提
供
」
が
最
も
高
く
、
ま

た
「
専
門
家
に
よ
る
相
談
」
な
ど

具
体
的
な
取
組
に
向
け
た
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
様
子
が
窺
え

た
。

【
展
開
】「
普
及
啓
発
の
拡
充
」
や

「
専
門
家
派
遣
」
に
取
組
ん
だ
。

②
テ
ー
マ
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
関
連
す
る

技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
関
す

る
実
態
調
査
」

【
目
的
】
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
交

流
が
進
展
す
る
中
、
企
業
に
は
Ｉ

ｏ
Ｔ
な
ど
、
新
た
な
技
術
の
活
用

な
ど
に
よ
る
経
営
の
革
新
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市

内
企
業
の
実
態
を
調
査
。

【
結
果
】
７
割
以
上
の
企
業
が
関

心
を
持
っ
て
お
り
、「
人
材
の
確

保
又
は
育
成
」
や
「
活
用
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
得
る
こ
と
」
な
ど
の
課

題
を
抱
え
る
企
業
が
多
か
っ
た
。

【
展
開
】
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
を
活
用
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
向
け
た
、「
交

流
・
連
携
」、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
」
や
「
人
材
育
成
」
等
の
場
と

な
る
「
Ｉ
▫
Ｔ
Ｏ
Ｐ
横
浜
」
を
立

ち
上
げ
た
。

③
テ
ー
マ「
労
働
力
不
足
の
実
態
」

【
目
的
】
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
企

業
の
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て

お
り
、
通
常
調
査
に
お
い
て
も
、

労
働
力
の
不
足
感
を
感
じ
る
企
業

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、
市
内
企
業
の
実
態
を
調
査
。

【
結
果
】
人
材
獲
得
競
争
の
激
化

な
ど
に
よ
り
「
労
働
力
が
不
足
し

て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
が
５

割
を
超
え
る
状
況
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
労
働
力
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
行

政
支
援
と
し
て
は
、「
学
校
の
就

職
担
当
者
と
の
交
流
機
会
の
創

出
」
や
「
多
様
な
働
き
方
の
導
入

に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
」
を
必
要

と
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
た
。

【
展
開
】
企
業
と
学
校
の
担
当
者

に
よ
る
就
職
懇
談
会
や
相
談
窓
口

の
設
置
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
現
状
共
有
や
対
応
策
の
検
討

を
行
う
「
人
手
不
足
・
事
業
継
承

等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
た
。

⑵
横
浜
経
済
の
特
徴
の
把
握

【
工
夫
】
経
済
成
長
率
を
図
表
化

す
る
際
に
、
横
浜
市
の
推
移
だ
け

で
な
く
、
全
国
比
を
並
べ
て
掲
載
。

【
結
果
】
概
ね
全
国
と
同
じ
動
き

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
一
方
で
、
近
年
、
全
国
よ

り
も
成
長
率
が
下
回
っ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

【
検
討
】
他
の
デ
ー
タ
で
国
と
相

違
す
る
点
を
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
、
全
国
の
総
生
産
に
対
す
る
本

市
の
シ
ェ
ア
は
数
年
間
ほ
と
ん
ど

変
化
が
な
か
っ
た
が
、
全
国
で
は

増
加
傾
向
に
あ
る
製
造
業
が
本
市

で
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
。
ま
た
、
一
般
的
に
労
働
生
産

性
が
低
い
と
さ
れ
て
い
る
小
売
業

や
サ
ー
ビ
ス
業
の
構
成
比
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
浮
か
び
上

が
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

・
戦
略
的
な
企
業
誘
致
や
創
業
の

推
進
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か

図１　自社業況ＢＳＩの推移（第103回　横浜市景況・経営動向調査　平成29年12月）
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間
投
資
は
７
７
６
億
円
流
入
し
て

い
る
が
、
市
内
企
業
か
ら
市
外
企

業
へ
の
発
注
等
の
「
そ
の
他
支
出
」

が
３
・
９
兆
円
流
出
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
支
出
合
計
が
流
出
と
い

う
、
大
幅
な
赤
字
経
営
と
い
う
状

況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
分
析
を
踏
ま
え
る

と
稼
ぐ
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
中
小
企
業

の
経
営
革
新
・
経
営
基
盤
の
強
化

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
産

業
・
新
事
業
創
出
、
戦
略
的
な
企

業
誘
致
な
ど
を
今
後
の
政
策
の
方

向
性
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

４

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う

に
、「
デ
ー
タ
」
を
整
理
す
る
こ

と
で
実
態
が
把
握
で
き
、
そ
こ
か

ら
「
価
値
」
が
創
出
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
、
と
は
い
え
、「
と
り

あ
え
ず
デ
ー
タ
を
集
め
れ
ば
何
か

わ
か
る
」「
デ
ー
タ
を
集
め
て
か

ら
分
析
し
よ
う
」
と
い
う
方
法
で

は
、「
数
値
の
割
合
が
高
い
・
低

い
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
だ
け

で
実
態
が
把
握
で
き
た
と
は
言
え

ず
、
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
は
繋
が

ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
最
後
に
、
経
済
局

で
取
り
組
ん
で
い
る
人
材
育
成
の

取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

⑴
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
塾

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
時
代
の

変
化
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
政
策
を

提
案
で
き
る
人
材
の
育
成
に
向
け

実
施
。

【
目
的
】
デ
ー
タ
活
用
に
あ
た
っ

て
、
特
徴
を
一
面
的
に
捉
え
る
と

重
要
な
情
報
を
見
落
と
す
恐
れ
が

あ
り
、
デ
ー
タ
を
「
整
理
」
す
る

の
で
は
な
く
「
分
析
」
す
る
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
答
え
を
先
に
想
定
し
て

（
＝
仮
説
を
立
て
て
）
か
ら
、
想

定
が
正
し
い
か
を
デ
ー
タ
で
確
認

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
と
ス
キ
ル

を
身
に
着
け
る
た
め
の
研
修
を
実

施
。

【
事
例
】
あ
る
事
業
所
の
売
上
が

下
が
っ
て
い
る
た
め
、
支
店
ご
と

の
売
上
を
、「
売
上
高
だ
け
の
1

軸
の
グ
ラ
フ
」
と
「
売
上
高
と
来

店
者
数
の
2
軸
の
グ
ラ
フ
」
で
比

較
。売

上
高
だ
け
の
グ
ラ
フ
で
は
、

売
上
が
低
い
支
店
し
か
確
認
で
き

な
か
っ
た
が
、
売
上
高
と
来
店
者

数
と
い
う
２
軸
の
グ
ラ
フ
を
作
る

こ
と
で
、「
来
店
者
が
多
い
ほ
ど

売
上
が
高
い
」
と
い
う
一
般
性
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
、

「
来
店
者
は
多
い
の
に
売
上
が
低

い
」
支
店
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
こ
か
ら
、
来
店
者
数
以
外

の
原
因
（
接
客
、
商
品
の
陳
列
等
）

が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
売
上
が
低

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
経
済
政
策
を
行

う
上
で
は
、
多
面
的
、
機
動
的
な

デ
ー
タ
整
備
・
分
析
と
と
も
に
、

社
会
経
済
環
境
や
企
業
環
境
の
動

き
を
機
敏
に
感
じ
取
り
、
デ
ー
タ

の
中
か
ら
「
価
値
」
を
創
出
し
て
、

時
代
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

政
策
（
＝
課
題
解
決
策
）
が
提
案

で
き
る
人
材
の
育
成
も
重
要
で
あ

る
。特

に
、
行
政
に
お
い
て
は
、
限

ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
し
な

が
ら
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
政
策
を

展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
政
策

を
展
開
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要

な
視
点
で
あ
る
。

今
後
も
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お

き
な
が
ら
、
デ
ー
タ
活
用
と
そ
れ

に
基
づ
く
政
策
立
案
・
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

注
１　

Ｂ
Ｓ
Ｉ(B

usiness S
urvey Index)

　

自
社
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
は
、自
社
業
況
が
「
良
い
」

と
回
答
し
た
割
合
か
ら
「
悪
い
」
と
回
答
し

た
割
合
を
減
じ
た
値
。

注
２　

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ(R

egional E
conom

y 
S

ociety A
nalyzing S

ystem
)

　

内
閣
府
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
が
運
用
し
て
い
る
、
経
済
セ
ン
サ
ス
や
国
政

調
査
な
ど
約
１
３
０
の
官
民
の
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
ク

デ
ー
タ
を
集
約
し
、
地
方
・
地
域
に
お
け
る
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
流
れ
を
「
見
え
る
化
」
し

て
、
そ
の
地
域
の
現
状
や
未
来
、
強
み
・
弱
み

等
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。

図２　横浜市の所得循環構造




